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Ⅱ

・生徒自らが課題を見つけ追究することができたか。 

・出席率が□ 以上であったか。 

 中途退学者の減
 基礎的な学力の

養う。 

・年間○○時間の授業時間を確保できたか。 

・授業交換を行い，自習時間を○％減にできたか。 

学  校  教  育  目  標  重   点   目   標  （  中・  長  期  的  目  標  ）   

 地域からの信頼を高め，地域を担う人材を育成する。  
 

今 年 度 の 重 点 目 標  

１  生徒が希望する進路の実現につながる学力の定着  

生徒の希望す る
し△％上昇 し た。
あるが， 全員 就職
の成果が出てき

２  目指せ 中途退学者「０」  

中途退学者率 は
成果が認め ら れる
ち着いた雰 囲 気が
が課題で ある 。  

 平和的な国家 ・ 社会の 形成者と 

して， 真理と正義を愛し， 個性豊 

か な 自主的精神 に満 ちた資 質を 

 

３  地域に活動をアピール  

領域  対象  評 価 項 目  評  価   の    観  点   

１   
 

２  

個に応じた選択科目の設定  ・選択した講座に 75％以上の生徒が満足したか。  

 

満足度 は
講座の内 容
った。選 択

 
１   授業時 数の確保   

 

 

教  

育  

課  

程  
１   総合的 な学習の時 間を通じ 

て課題を設 定し追究す る力 
を育成  ・全職員が協力して総合的な学習の時間を行ったか。  

 

１  ・生徒に学習意欲を喚起することができたか。  
 

２  
授業方法の改善  

・生徒の実態に応じた授業内容を工夫できたか。  

２  ・年間を通じて△△日以上実施できたか。  

教  
 

育  
 

活  
 

動  学  

習  

指  

導  共  

 

始業 15 分前の朝読書の実施 
 

%  

 出席率 は
施するこ と
係で実施 回

    

・地域住民が△△名以上参加したか。  
３ 授業公開  

・授業内容や授業方法を理解してもらえたか。  

・学校祭に□□名以上の一般来客者がいたか。  

地 

域 

と 

の 

連 

携  ３ 地域への広報活動  
・学校の実態を地域に知らせることができたか。  

町の広報
もした が，
一層の充実

学  

校  

運  

営  

研修  ２  中退者の事例研修  ・ 本校中退者 の問題点について共通理解ができたか。  

校是として不変のも 
のも多く具体化しに 
くい。  
中・長期的な重点目標 
を立てる こと が重要 。 

これを決め るため 
に，十分話 し合い 
がなされる 必要が 
ある 。  

およ そ校務分掌 ごとに，重点目 標を 
具体 化するための 評価項目と評 価の 
観点 を設定する。 数値化できる もの 
は数値化 する 。  

「共育」クローバープランなど県 
下共通の評価項目を重点目標とは 
別に設定したもの  

ここに 中間 評価の 結果 を記 
入して 最終 評価と 比較 する 
事も可能である。  

評価表は総括表と 
対象ごとの評価表 
に分けるなど，いろ 
いろな工夫が考えら 
れる。  重点目標を評価対象 

ごとに具体化する。  

評価表（高等学校　様式例）



15

手順と方法

A B 改  善  策  ・  向  上  策  

減少，生徒の進路希望に対する進学実績向上，就職内定率の維持等一定の成果が認められる。 
の向上を図る授業改善と基本的生活習慣の確立に向けた指導体制を構築する必要がある。 

 
総  合  評  価  

 
 

成 果 と 課 題  A B C 改   善   策  ・  向   上   策  

る大学・短大 への合格率は ○％，昨年に 比較 
就職は ， 第１希望に 就 職できない 問 題点も 

職する こと ができた 。 授 業改善の様々な取組 
ていると考えられる。  

281
人 
110 
人 

15 
人 

は□□％，昨 年度に比較し ，△％減とな り， 
る。朝読 書 の実施など に より，学校 生 活に落 
が出てき て る。入学当 初 の学習への 動 機付け 

245 125  30 

 個人面談 を 充実さ せ， 生 徒の実 態把 握 に努め ると と も 
に ， 家庭 の悩み を 受 け 止める こ と の できる 相 談 体 制の構 
築， たとえば， 電話相談 など 保護者が 気軽 に相談で きる シ 
ステムを検 討す る。入学 時の 中学校と の連 携を強化 する 。  

135 231  34 

 

成 果 と 課 題  C 

 70％。 目標 を下 回った。 アン ケートか らは ， 
容を 十分に理 解し ないまま ， 選 択した例 が多 か 
択に 当たって ，説 明を十分 する 必要があ る。  

15 17 11

(1)  講座選択 にあ たり， 講 座 内 容を説明 する ために， 授業 
計画だけ でな く， 目 標 ， 授 業方法 ， 評 価 の観点等 も示 
したシラ バス を作成す る。  

(2)  満足度 80％ を目指す 。  
 

△ ％に上昇 し， 非常に落 ち着 いた雰囲 気で 実 
が できた 。 SHR（ショートホー ムルーム ） との関 
数 は予定の □％ にとどま った 。  20 12 10

(1)  SHR（シ ョートホームル ーム） と切 り 離して１ 時限 と２時 
限の間に 設定 し，本年 度の 目標実施 回数 を確保す る。  

(2)  出席 率 ○％以上 を目 指す。  

 

 

 

報 に毎 回学校の 近況 を掲載し ，学 校祭の案 内 
来 客者は △△名 にとど まった 。展示 内容の 

実が求められる。  
6 18 18 

(1)  校内だけ でな く， 商店 街の 施設を活 用し た展示， 催 
し物を企 画す る。  

(2)  地域住民 参加 の企画を 検討 する。  

授業評価を総括し，来年度の課題を明確化  

どの程度達成されたかが明確になる 
ものする。  
Ａ：十分達成されたと評価した人数  
Ｂ：ほぼ達成されたと評価した人数  
Ｃ：不十分であったと評価した人数  

参加者の授業アンケートを集約して評価  

  

  

成果と課題に ついては，結 果について記 述 
するだけでな く，結果にい たる過程につ い 
ても記述する 。また，原因 を考察するこ と 
によって，つ ぎの「改善策 ・向上策」に つ 
なげてい く。  

 

１ の評価項目の Aの人 

数の合計を記入する。 

　進路意識を高めるために，１年次から計画的に職場体
験，体験入学等を実施する。就職については，地域と連
携して，学校独自でも職場開拓を行いながら，生徒の納
得できる職場への就職を目指す。 

～あくまでも例であり，参考として示したもの。各校で工夫してつくる。～




